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○ 本実証実験では、利用者が所有するスマートフォンのSIMカードに新たなサブSIMを貼り付け、当該サブSIMに
電子証明書を搭載することで、SIMカードをネットバンキングの利用者認証に利用するサービスについて、取引の安
全性や利便性の向上等について検証。   

   * 「SIM」 とは、Subscriber Identity Module（加入者識別モジュール）の略であり、SIM カードはIC カードの一種。本実証実験
では、電子証明書やアプリケーションソフトウェアを格納したチップ（サブSIM）を利用する。 

○ 参加企業は、日本通信、群馬銀行、千葉銀行、徳島銀行、マネーフォワード、サイバートラスト。 

○ 2018年８月から10月まで実証実験を実施。  【FinTech実証実験ハブ第４号支援決定案件】 

 

○ サブSIMを用いた新たな本人認証方法は、ワンタイムパスワード等を使用する現行方法と同等以上のセキュリティ（取
引内容の改ざん防止を含む）を確保しつつも、利便性を損なわずに本人認証等が実現可能であることを確認できた。 

○ 本人認証方法へのサブSIMの利用は、それが適切に運営されているのであれば、監督指針で示されている「中間
者攻撃」や「マン・イン・ザ・ブラウザ攻撃」などの高度化・巧妙化する犯罪手口への対策にかかる着眼点も充足する
ものと考えられ、本実証実験の手法は、インターネット等の通信手段を利用した非対面取引を行う場合の本人認
証の観点で特段の問題はないと考えられる旨を、金融庁から回答。 

○ 今後、こうした新たな本人認証方法の実現により、金融機関等による、よりセキュリティの高いサービスの実現や利
用者の利便性の向上等が期待される。 
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